
PS－2032GP
A／Dコンバータ

PS－2032GPは、ティアック社の商標です。
■使用できる機種 PS－2032GP

90,000 円
（消費税は含まれておりません。）

W32－2032－R
W32－2032－C
W32－2032－N

GP－IBボード 動作環境品　　 番 価　　　格

ラトックシステム社

コンテック社

NI社

Win98SE/Me
Win2000/Xp
Excel2000

Excel2002/2003

●3つの測定モードを持っています。
１．メモリー受信モード
測定器本体の内部メモリを使用して、4チャンネル／5μsサンプリング、32チャンネル／50μsサンプリング
で、最大120Kデータの取込が可能です。受信データが32Kデータまでなら自動作図を行います。

２．ダイレクト受信モード
測定器本体の入力値を直接読み込んで、リアルタイムにExcelシートに取込みます。連続120Kデータの受信
が可能です。

３．入力値のリアルタイムモニタ
入力チャンネルのリアルタイムモニタを行います。

●各チャンネルの電圧値を他の物理単位に変換ができます。

機 能

本プログラムはExcel上のアドイ
ンとして動作します。
Excel上から本アドインを起動す
ると、Excelシート上に、このウイ
ンドウが現われます。取込むチャ
ンネルと取込みデータ範囲を設
定し、「スタート」ボタンをクリッ
クすると波形データの取り込みを
開始します。

波形データは、Excelシートの現
在のカーソル位置を先頭に上下
方向に取込みます。（右図参）
データ取込開始位置をカーソル
位置で指定できますから複数の波
形を１つのExcelシートに取込む
ことが可能となります。

Excelシートに取込んだ波形データは、データ数が32Kデータ以内なら、自動的に作図が行われます。
その後必要ならご自分の目的にあった様式に自由に変更して下さい。

操作説明

概 要

測定器の内部メモリーを使用して、高速データ取込を行います。（取り込めるデータ数は、チャンネル当たり最大120Kデータです。）

＜メモリー受信モード＞

注1）測定器のデリミタは「CR＋LF」に設定してください。
注2）１度に取込めるデータ数は、チャンネル当り120Kデータまでです。但し、Excelの性質上、あまり多くのデータを取込み

ますと、データの表示動作が極端に遅くなりますから実用的ではありません。取込む１波形のデータ数は、10Kデータ以
内に収めることをお薦めします。波形の取込速度は、Pentium200MHzのパソコンを使用した場合、下記がおおよその
目安となります。（作図時間は含みません）
・波形データ数 1チャンネル／10Kデータの時、約 22秒
・波形データ数 4チャンネル／32Kデータの時、約120秒

測定器から波形の取込を開始します。

測定中は「赤色」、停止中は「灰色」
となります。

トリガ・チャンネルを指定します。

動作モードを「メモリー」受信に切り換えます。

トリガ・モードを切り換えます。「FREE RUN」は、
「START」ボタンのクリックと同時にデータ取
込を開始します。
他の設定では、トリガ条件成立まで取込を開始
しません。詳細は、測定器の取扱説明書を参照
ください。

サンプリング周期を設定します。
サンプリングは、4チャンネル毎に

同時サンプリングを行います。

電圧レンジを切り換えます。

トリガレベルを設定します。

スタートチャンネル／ストップ
チャンネルを設定します。

波形を取り込んだ後に自動的に作図を行います。
ただし、受信データが32Kデータを越えた場合、
先頭から32Kデータまでが作図されます。
列を越えて作図する事はではません。

波形データを取込む開始位置をトリガポイントからの時間で入力します。トリガポイン
トから前はマイナスの値、後はプラスの値で入力します。入力が無い場合や不適当
な値が入力された場合、「0」が入力されたものとします。

Excelシート上のカーソルを上下／左右に移動し波形取込開始位置を決定します。
「スタート」ボタンをクリックするとカーソル位置から下方向へ波形データを取込みます。

スケーリング演算を行うチャンネル
にチェックを付けます。

係数A/Bにより、受信したデータを
下記の演算を行った後、Excelに取
込みます。
Excelへの入力値
＝（受信データ－ B ）*A

「単位」は、必要なら入力して
ください。

グラフシートに作図が行われます。
チェックを付けないと、データの入
力されたシート上に作図されます。

波形データを取込む最終位置をトリガポイントからの時間で入力します。トリガポイン
トから前はマイナスの値、後はプラスの値で入力します。入力が無い場合や不適当
な値が入力された場合、「1」が入力されたものとします。
但し、取込データ数が120,000個を超える場合は、開始位置から120,000個まで
となります。
1度に取込めるデータ数は、120,000個までです。データが最下行に到達すると、
すぐ右の列の先頭からデータ入力が継続されます。

測定器本体で設定したGP－IB
アドレスと同じ値を設定します。

現在のスキャンチャンネルで設定可能な測定条件を表示します。(裏面の説明参照)
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操作説明 測定器の内部メモリーを使用しないで、入力値をダイレクトにExcelに取り込みます。測定値がリアルタイムに、Excelシート上で確認できます。（取り込めるデータ数は、チャンネル当たり最大120Kデータです。）

＜ダイレクト受信モード＞

測定器から波形の取込を開始します。

測定中は「赤色」、ポーズ中は「青色」、
停止中は「灰色」となります。

測定中のモニターチャンネルを指定します。
測定中にも変更可能です。
画面の外に隠れてしまったチャンネルのデー
タを観る時に便利です。

データの取込を一時中止します。もう一度クリックすると、取
込を再開します。また、「PAUSE」を先に押してから
「START」をクリックすると、スポット測定モートとなり、
「SPOT」をクリックする毎に１回測定を行います。

動作モードを「ロギング」に切り換えます。

電圧レンジを切り換えます。

スタートチャンネル／ストップチャンネルを設定します。

測定器本体で設定したGP－IBアドレスと同
じ値を設定します。

データの取込を停止します。

「PAUSE」中、有効となり、クリックする毎にデータを取り
込みます。また、スポット測定モードの場合、このボタンで、
測定を行います。

データを取込む回数を指定します。但し、「STOP」ボタン
でいつでも中断できます。また、何も入力されていないと
きは、120,000回と解釈されます。入力できる最大回数は、
120,000回です。

データを取込む時間間隔を秒の単位で入力します。ここ
で入力した時間と実際の時間間隔では若干の差異が発生
します。何も入力が無い場合やゼロが入力された場合は、
最速でデータを取り込みます。入力できる最大時間は、
3600秒です。

データの入力と共にシートをスクロールします。

データに日付時刻を付加します。

最初のデータ取込時、測定項目名等のヘッダを付加します。

Excelシート上のカーソルを左右・上下に移動しデータ取
込開始位置を決定します。「Start」ボタンをクリックすると
カーソル位置から下方向へデータを取込みます。

操作説明 測定器の入力値をモニターします。モニター値はExcelシート上に表示されます。

＜リアルタイムモニター＞

メモリー受信モード時の、「詳細条件」表示の例

入力モニターを開始します。

モニター中は「赤色」、停止中は「灰色」となります。

動作モードを「モニター」に切り換えます。

電圧レンジを切り換えます。

スタートチャンネル／ストップチャンネルを設定します。

測定器本体で設定したGP－IBアドレスと同
じ値を設定します。

Excelシート上のカーソルを左右・上下に移動しデータ取
込開始位置を決定します。「Start」ボタンをクリックすると
カーソル位置から下方向へデータを取込みます。
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